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電気自動車EVの充電時間短縮 

本書で取り上げる技術対象 

電気自動車ＥＶの最大の弱点はバッテリの充電時間です。ガソリン車の給油

は数分で済みます。ＥＶは急速充電で３０～４５分も待たなければなりません。

充電時間の短縮はＥＶが避けられない重要な技術課題であり、二次電池の材料

開発から高電圧直列充電やワイヤレス充電、オンオフ制御、キャパシタ利用、

ＥＶ車運用や充電予約枠の設定、ＥＶユーザ向け高精度残量表示サービス、さ

らには電池交換方式まで、ハード、ソフト、ユースまでの広範囲に及んでいま

す。本書は、2015年以後出願の最新公開（公表）特許情報 251件を調べ、ＥＶ

充電時間の短縮を取り巻く最新の技術観点を俯瞰しました。正攻法で一歩先を

攻めるだけでなく逆転の発想で新たな攻め口を探るなど、新技術開拓のガイド

としてご利用ください。 

【主な企業】トヨタ自動車、三菱自動車、日産自動車、豊田自動織機、矢崎

総業、本田技研工業、ダイムラー、パナソニック IPマネジメント、住友大阪セ

メント、デンソー、オートネットワーク技術研究所、住友電装、住友電工、東

芝、三菱電機など 

 

＜編集にあたって＞ 

検索母集団は約 250 件ありましたが、全件の査読から実際にガイドブック用に

選ばれたのは約 75 件に過ぎません。この技術テーマは、キーワード「急速充電」

だけでは不十分で、「充電、チャージ、等」と「短時間、早い充電、等」に伴う

多くのノイズ情報を含むからです。特許調査の難しい技術テーマです。本ガイ

ドブックは、ますます重要度が高まる本テーマの特許調査の下調べ資料として

も有用です。 

 

 

２０１８年７月 
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◆ガイドマップの説明 

観点（アングル） 件数 定義 

充電回路を改善する

考え方 

23 件 充電回路の動作に着目し、急速充電や充電時間の

短縮に取り組む考え方の具体例を取り上げまし

た。オンオフ充電やバランス充電、普通充電と急

速充電の組み合わせなどが含まれています。温度

管理は別な観点を参照ください。 

充電時間と EV ユー

ザーサービスの考え

方 

15 件 充電時間をユーザーサービスに置き換える考える

方の具体例を取り上げました。充電時間に見合っ

たルート選択や充電予約、充電料金の設定などが

含まれています。 

温度管理に着目する

考え方 

8 件 大電流の充電と電池の温度管理に着目した特許情

報を取り上げました。大電流急速充電のための温

度管理技術だけでなく、電流パスの放熱構造を不

要にする工夫なども含んでいます。 

二次電池を改善する

考え方 

8 件 二次電池それ自体に着目し、急速充電特性や充電

時間の短縮に迫る考え方の特許情報を取り上げま

した。負極炭素粒子の粒度分布と形状の制御や固

体電解質層を積層した全固体二次電池などが含ま

れています。ただし、高出力化やサイクル特性に

関する特許情報は除いています。 

非接触WPTに期待す

る考え方 

10 件 非接触（ワイヤレス）電力伝送 WPT と EV 充電

の充電時間短縮を組ませる考え方の具体例を取り

上げました。磁性材料を用いる大電流充電の可能

性などが含まれています。 

安全・コネクタ接続・

劣化診断など 

7 件 異常や不正の対策、ケーブル接続作業の短縮など

の特許情報を取り上げました。モデル式と実測デ

ータをフィッティングさせる電池劣化の推定など

も含まれています。 

電池ごと交換する考

え方 

3 件 電池を交換する考え方で充電を短時間化する具体

例を取り上げました。 

その他の参考情報 2 件 環境対策や充電特性の相関把握など、上記以外の

参考情報を取り上げました。 

                                  （計 76件） 
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充電回路を 
改善する考え方 

☞P.1 

充電時間と 
EVユーザー 

サービスの考え方 

☞P.47 

温度管理に 
着目する考え方 

☞P.77 

二次電池を 
改善する 
考え方 
☞P.95 

非接触WPTに 
期待する 
考え方 ☞P.115 

安全・ 
コネクタ接続・ 
劣化診断など 
☞P.139 

その他の 
参考情報 

☞P.163 

特開2017-070158 
日産自動車株式会社 

特開2018-057215 
株式会社オートネット
ワーク技術研究所, 
住友電装株式会社, 

住友電気工業株式会社 
特開2018-033264 
矢崎総業株式会社 

特開2016-144965 
三菱自動車工業株式会社 

特開2017-163713 
株式会社オートネット
ワーク技術研究所, 
住友電装株式会社, 

住友電気工業株式会社 特開2018-061332 
トヨタ自動車株式会社 

特開2017-181326 
本田技研工業株式会社 

特開2017-091427 
オムロン株式会社 

特開2018-085790 
ダイムラー・アクチェン

ゲゼルシャフト 
特開2018-019478 

株式会社豊田自動織機 

特開2017-189047 
株式会社クボタ 

特開2018-050380 
ニチコン株式会社 

特開2018-038133 
トヨタ自動車株式会社 

特開2017-216783 
パナソニックＩＰマネジメント

株式会社 

特開2017-183053 
ＴＤＫ株式会社 

特開2018-029046 

国立大学法人東北大学,
トヨタ自動車株式会社,
国立研究開発法人 
産業技術総合研究所 

特開2017-093245 
日産自動車株式会社 

特開2018-077062 
本田技研工業株式会社 

特開2016-219307 
住友電装株式会社 

ＩＰＣ／ＦＩガイド ☞P.171 

掲載特許一覧 ☞P.175 

分類の特徴を示す代表的な特許図面を掲載しています 

自動車シリーズ 

電気自動車EVの 
充電時間短縮 
ガイドマップ(TN) 

©NeoTechnology 
電池ごと 
交換する 
考え方 

☞P.155 

特開2017-212832 
三菱電機株式会社 

特開2018-049447 
トヨタ自動車株式会社 

特開2017-163823 
トヨタ自動車株式会社 

特開2018-037392 
株式会社豊田自動織機 
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アングルの定義 
充電回路の動作に着目し、急速充電や充電時間の短縮に取り組む考え方の具体例を取り上げました。オン
オフ充電やバランス充電、普通充電と急速充電の組み合わせなどが含まれています。温度管理は別な観点
を参照ください。 

充電回路を改善する
考え方 

1 NeoTechnology
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公開特許ＪＰ抄録
特開2018-14817
（Ｐ２０１８－１４８１７Ａ）

(43)公開日  平成30年(2018)1月25日審査請求  未請求  請求項の数1  ＯＬ （全14頁）

(21)特願2016-142588

(22)平成28年(2016)7月20日

(51)Int.Cl.                                  ＦＩテーマコート゛（参考）
   H02J   7/00    (2006.01) 5G503             H02J    7/00           U
   H02J   7/10    (2006.01) 5H030             H02J    7/10           B
   H02J   7/02    (2016.01) 5H125             H02J    7/02           H
   H01M  10/48    (2006.01)                   H02J    7/10           H
   H01M  10/44    (2006.01)                   H01M   10/48           P

【Ｆターム】5G503 AA01  BA02  BB02  CA01  
                  CA10  CA11  DA08  EA02  
                  EA08  FA06  GD03  GD06  

(71)出願人  トヨタ自動車株式会社 愛知県豊田市トヨタ町１番地
(72)発明者  久保  和樹（外1名）

(54)【発明の名称】二次電池の充電システム

［続きあり］

(57)【要約】

【課題】二次電池の充電システムにおいて、実際の残充

電時間と乖離の少ない表示をすることである。

【解決手段】充電システム２０は、二次電池２２、充電

器２４、二次電池２２を構成する複数の電池セル２３に

ついてセル最大電圧ＶＭＡＸとセル平均電圧ＶＡＶＥと

を求めるＶＭＡＸ・ＶＡＶＥ算出部３６、及び、二次電

池２２の充電完了までの残充電時間を表示する表示部３

８、制御装置４０を含む。制御装置４０は、ＣＰ１・Ｃ

Ｐ２充電制御部４２と、ＶＭＡＸ及びＶＡＶＥのそれぞ

れに関して現在の充電進捗率を示す進捗係数を推定する

進捗係数推定部４４と、進捗係数を用いてＣＰ２充電に

おける現在の残充電時間を推定するＣＰ２残充電時間推

定部４６と、ＣＰ２充電開始時点でＣＰ１充電について

充電余り時間がある場合に現在のＣＰ１残充電時間を推

定するＣＰ１残充電時間推定部４８を備える。

【選択図】図１

【技術分野】

【０００１】

本開示は、二次電池の充電システムに関する。

【特許請求の範囲】

【請求項１】

二次電池に充電器を用いて充電するに当たり、前記充電

器の充電可能な最大電力で充電するＣＰ１充電と、前記

ＣＰ１充電の完了後に前記ＣＰ１充電における充電電力

よりも少ない充電電力で充電するＣＰ２充電とを行う充

電システムであって、

前記二次電池を構成する複数の電池セルのセル電圧につ

いて、セル最大電圧ＶＭＡＸと、セル平均電圧ＶＡＶＥ

とを求めるＶＭＡＸ・ＶＡＶＥ算出部と、

前記ＣＰ２充電において、前記ＣＰ２充電が完了する電

池電圧であるＣＰ２充電完了電圧と前記ＣＰ２充電が開

始したときの電池電圧との差を前記ＣＰ２充電の初期電

圧差分とし、前記ＣＰ２充電完了電圧と現在のＶＭＡＸ

との差を現在の第１電圧差分として｛（現在の第１電圧

差分）／（ＣＰ２充電の初期電圧差分）｝に対応する第

１進捗係数を推定し、前記ＣＰ２充電完了電圧と現在の

ＶＡＶＥとの差を現在の第２電圧差分として｛（現在の

第２電圧差分）／（ＣＰ２充電の初期電圧差分）｝に対

応する第２進捗係数を推定する進捗係数推定部と、

前記第１進捗係数を用いて現在のＶＭＡＸによるＣＰ２

残充電時間を求め、前記第２進捗係数を用いて現在のＶ

ＡＶＥによるＣＰ２残充電時間を求め、これらの大きい

方を現在のＣＰ２残充電時間と推定するＣＰ２残充電時

2 NeoTechnology
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アングルの定義 
充電時間をユーザーサービスに置き換える考える方の具体例を取り上げました。充電時間に見合ったルート
選択や充電予約、充電料金の設定などが含まれています。 

充電時間とEVユーザー
サービスの考え方 

47 NeoTechnology
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公開特許ＪＰ抄録
特開2018-49447
（Ｐ２０１８－４９４４７Ａ）

(43)公開日  平成30年(2018)3月29日審査請求  未請求  請求項の数1  ＯＬ （全10頁）

(21)特願2016-184310

(22)平成28年(2016)9月21日

(51)Int.Cl.                                  ＦＩテーマコート゛（参考）
   G06Q  10/02    (2012.01) 5G503             G06Q   10/02       300  
   H02J   7/00    (2006.01) 5H125             H02J    7/00           P
   G06Q  50/10    (2012.01) 5L049             G06Q   50/10            
   B60L  11/18    (2006.01)                   B60L   11/18           C

【Ｆターム】5G503 AA01  BA01  BB02  FA06  
            5H125 AA01  AC12  AC24  BE01  
                  CC04  CD10  

(71)出願人  トヨタ自動車株式会社 愛知県豊田市トヨタ町１番地
(72)発明者  片野田  智也

(54)【発明の名称】充電予約システム

［続きあり］

(57)【要約】

【課題】車両が充電場所に到着する前に、車両間の充電

予約枠の譲渡交渉を効率的に行なう。

【解決手段】充電予約システムは、複数の車両および複

数の充電スタンドと無線通信可能なデータセンターを備

える。データセンターは、今から充電予約を行なおうと

なる対象車から、既に他車に割り当てられている他車予

約枠への割り当て要求を無線通信で受信した場合、他車

予約枠の譲渡の可否を他車に無線通信で問合せる。そし

て、データセンターは、上記の問合せに対して、他車予

約枠の譲渡を了承する旨の返信を他車から無線通信で受

信した場合、他車予約枠を対象車に割り当てる。

【選択図】図３

【技術分野】

【０００１】

本開示は、各々が車外の電力で車載の蓄電装置を充電可

能な複数の電動車両の充電予約を管理する技術に関する

。

【特許請求の範囲】

【請求項１】

各々が車外の電力で車載の蓄電装置を充電可能な複数の

電動車両の充電予約システムであって、

前記複数の電動車両と無線通信可能に構成された通信装

置と、

前記通信装置が受信した信号に従って、充電場所および

充電時間帯で規定される複数の予約枠の割り当てを管理

する管理装置とを備え、

前記管理装置は、

第１車両に第１予約枠が割り当てられ第２車両に第２予

約枠が割り当てられている状況で、前記第２予約枠への

割り当て要求を前記第１車両から受信した場合、前記第

２予約枠から前記第１予約枠への予約変更を提案して前

記第２予約枠の譲渡の可否を前記第２車両に問合せ、

前記第２予約枠の譲渡を了承する旨の返信を前記第２車

両から受信した場合、前記第２予約枠を前記第１車両に

割り当てる、充電予約システム。

48 NeoTechnology
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ＩＰＣ／ＦＩガイド 
 

深掘した調査を行う上でのガイドとしてもご利用いただけます。深掘調査には特許分類 IPC（国際特許

分類）や日本特許庁独自の FI（ファイルインデックス）を使うと便利です。この IPC/FI ガイドでは、本

書で実際にとりあげた全アングルの特許情報に用いられている IPCと FIを抽出し、掲載しています。実

際の公報に付与されている IPCと FIを知り、それに基づいて類似の公報を探る場合の手がかりとしてご

利用いただくことを目的としています。IPC、FIの説明は「特許情報プラットフォーム」をご参照くださ

い。 

「特許情報プラットフォーム」https://www.j-platpat.inpit.go.jp/ 

電気自動車 EVの充電時間短縮 上位 5位のＩＰＣ／ＦＩ 

・ 頻出度上位 5位までを掲載しています。 

・ IPCは発明情報、付加情報の区別なく集計しています。 

・ FIは公報フロントページではなく、審査経過情報に付与されている FIを記載しています。編集時点で審査経過

情報の無いものは除いています。 

 

 

充電回路を改善する考え方：23 件 

ＩＰＣ 件数 ＦＩ 件数 

H02J7/00 

B60L11/18 

H01M10/48 

H01M10/44 

H02J7/02 

H02J7/10 

以下続く 

(20060101) 

(20060101) 

(20060101) 

(20060101) 

(20160101) 

(20160101) 

19 

15 

15 

14 

11 

10 

H01M 10/48      P 

H02J  7/00      P 

B60L 11/18      C 

H01M 10/44      P 

H01M 10/44      Q 

H02J  7/10      H      

以下続く 

15 

15 

12 

7 

7 

7 

 

 

充電時間と EV ユーザーサービスの考え方：15件 

ＩＰＣ 件数 ＦＩ 件数 

H02J7/00 

B60L11/18 

B60L3/00 

H01M10/48 

H01M10/44 

H02J7/02 

G01C21/34 

以下続く 

(20060101) 

(20060101) 

(20060101) 

(20060101) 

(20060101) 

(20160101) 

(20060101) 

12 

11 

5 

5 

4 

4 

3 

H02J  7/00      P 

B60L 11/18      C 

B60L  3/00      S 

H01M 10/44      Q 

H01M 10/48      P 

G01C 21/34        

H02J  7/00      X    

以下続く 

11 

10 

5 

4 

4 

3 

3 
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掲載特許一覧表 
公報番号昇順 

 

公報番号 出願人 発明の名称 出願日 アングル 

特開 2016-131158 株式会社東芝 電池パック及び自動車 2016/03/17 二次電池を改善
する考え方 

特開 2016-131457 株式会社豊田自動織機 非接触充電システムおよびバ
ッテリ搭載車両 

2015/01/14 非接触 WPT に期
待する考え方 

特開 2016-144385 新電元工業株式会社 電気自動車用充電システム 2015/02/05 安全・コネクタ
接続・劣化診断
など 

特開 2016-144965 三菱自動車工業株式会社 車両の充電口 2015/02/06 安全・コネクタ
接続・劣化診断
など 

特開 2016-154424 三菱自動車工業株式会社 電動車両の制御装置 2015/02/20 充電回路を改善
する考え方 

特開 2016-157359 沖電気工業株式会社 サービス提供システム、情報
処理装置、及びプログラム 

2015/02/26 充電時間と EVユ
ーザーサービス
の考え方 

特開 2016-163405 トヨタ自動車株式会社 電力伝送システム 2015/02/27 非接触 WPT に期
待する考え方 

特開 2016-181327 三菱電機株式会社 蓄電システム 2015/03/23 温度管理に着目
する考え方 

特開 2016-201064 日産自動車株式会社 情報提供装置、及び情報提供
方法 

2015/04/14 充電時間と EVユ
ーザーサービス
の考え方 

特開 2016-201917 トヨタ自動車株式会社 車載二次電池の冷却システム 2015/04/10 温度管理に着目
する考え方 

特開 2016-211210 トヨタホーム株式会社 駐車設備システム 2015/05/07 非接触 WPT に期
待する考え方 

特開 2016-214014 株式会社キューヘン 急速充電装置 2015/05/13 充電回路を改善
する考え方 

特開 2016-214029 株式会社ＮＴＴファシリティ
ーズ 

車両用充電システム 2015/05/13 充電時間と EVユ
ーザーサービス
の考え方 

特開 2016-217770 日産自動車株式会社 情報表示装置、及び、情報表
示方法 

2015/05/15 充電時間と EVユ
ーザーサービス
の考え方 

特開 2016-219307 住友電装株式会社 充電インレット 2015/05/22 安全・コネクタ
接続・劣化診断
など 

特開 2016-220279 ローム株式会社 充電制御装置、充電制御方法、
およびバッテリーパック 

2015/05/14 充電回路を改善
する考え方 

特開 2016-220310 日産自動車株式会社 バッテリー温度制御装置、及
び、バッテリーの温度制御方
法 

2015/05/15 温度管理に着目
する考え方 

特開 2017-011978 有限会社オーエイチケー研究
所 

バッテリー充電器及びそれを
用いたバッテリー診断器並び
にバッテリー再生器 

2015/06/26 充電回路を改善
する考え方 

特開 2017-017865 株式会社デンソー 充電器 2015/07/01 充電回路を改善
する考え方 

特開 2017-034888 三菱自動車工業株式会社 電動車両の制御装置 2015/08/03 充電回路を改善
する考え方 

特開 2017-049023 日産自動車株式会社 充電スポット案内システム 2015/08/31 充電時間と EVユ
ーザーサービス
の考え方 

特開 2017-049188 トヨタ自動車株式会社 電池の満充電容量推定方法 2015/09/03 充電回路を改善
する考え方 
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